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野生イノシシによる耕作被害の多発

能登半島地
震



現状
・イノシシの活動範囲の拡大
・水稲の食害、踏み倒し
・水路などの生産基盤への被害
・電気柵を設置していないことによる
　農作物への被害



ポテンシャルマップ とは

指標種の生息が確認され
ている場所の他、森や草
地、水辺などの分布や広さ
といった環境条件から、指
標種のすみかとして適して
いる場所を予測して示す地
図。

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shizen/potentialmap.html



ポテンシャルマップ作成方法

イノシシを目撃した地点　　　　　　　　目撃地点を緯度と経度に変えたもの



割り出した座標を落とし込む



　　目撃地点

高い

低い

存在可能性

図1　ポテンシャルマップ



提案

目撃した場所の緯度と経度を知ることができれば、

学生でもポテンシャルマップを作れることができると分かっ

た。

今後はイノシシだけに限らず、クマやシカなど、他の野生動

物のポテンシャルマップを作成すれば、さらに住民への被害

が発生する可能性を減らすことができるのではないかと考

える。
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